●生物活性物質の合成

重富康正、鏡味武、小西里枝、誉田智、清水健太、土井慧子、中村昌樹、西田梓、平田京子、山側佐智

天然物殺虫剤は二、三知られ実用にも供されている。黴から抽出された抗菌性物質も多数実用に供されている。しかし抗菌性物質以外で、天然物、または天然物を原料とする合成抗菌剤が実用化されたという報告は聞かない。合成抗菌剤についても多数知られている。これらの合成抗菌剤のうち医薬として用いられるものもあるが、有用な菌に対しても抗菌性を示すが、人にも有害なものが多い。２１世紀の抗菌剤としては１）変異性がない、２）選択性がある、３）生分解性、４）薄い濃度で有効等の性質が要求される。

　植物の精油成分は生分解性である。植物の精油成分には抗菌性がある事は、古くから知られている。　

当研究室では精油の抗菌性に注目し新しい抗菌剤の合成について研究している。

実験方法

　寒天培地上に濃度を調整した菌６種類【E.c→E.coil大腸菌、E.f→E.faecalis腸球菌、K.p→K.pneumooniae肺炎菌、P.m→P.miabiris緑膿菌、S.a→S.aureus黄色ブドウ球菌、S.p→S.pyosers溶連菌・化膿連鎖球菌】を0.05mlをシャーレに加え、均等に白金耳で広げた。テルペン類等1.5g（Monomer）をDMSO6gに溶かし、１cm角の濾紙に染み込ませた。それを寒天培地の上に乗せて培養した。

実験結果

	　
	E.c
	E.f
	K.p
	P.m
	S.a
	S.p

	Allylphenol
	----
	2.5
	----
	2.7
	2
	----

	Isoeugenol
	2
	1.5
	1.7
	1.8
	1.3
	----

	Eugenol
	1.6
	1.3
	1.7
	2.3
	1.3
	1.5

	Geraniol
	2
	1.5
	1.1
	1.4
	1.2
	2

	Citronellal
	----
	----
	----
	----
	----
	1.2

	Citoronellol
	1.2
	1.3
	----
	1.2
	1.1
	1.8

	Citral
	1.7
	2
	----
	1.6
	1.5
	2

	Linalool
	1.5
	----
	1.7
	1.9
	----
	1.3

	Nerol
	2
	1.2
	----
	1.5
	----
	----

	DMSO
	----
	----
	----
	----
	----
	----

	
	
	
	
	
	
	単位【ｃｍ】


· 濾紙を含めた阻止円の直径である。

· ----阻止円は阻止円がなく、菌には効果が見られない状態。

　黴実験についても効果が見られた。
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